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アサリ浮遊幼生に対する 8種の微小藻の餌料価値
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Food value of 8 mic1'o alga fo1' the larva of Manila clam， 
Ruditapes philippinantm ADAM8 & REEVE. 
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Abstract 

Larva of Manila clam， RlIdi白戸esthilittil1al7tlll， were fed one of eight alga， 

Pavlom IlIlheri (Pav.)， Is町""ysisgalbana (1. gal. )，σlaefocel田町lcilrans(C. cal.)， Chae彼自国
gracilis (C. gra.)， Chlorella sp. (Chl.)， Pavlo悶 sp. (Pav. sp.)， Is町'll/ysisaff. galbal1a 

(Tー[80)，α'lOetl町'erosc日"{1fOSt01111l1(C.田r.)，then grouth responses and survival rates 
were tested in laboratory. 

High(Pav.，1. gal.， C. cer.)， and low(C. cal.， C. gra.， Pav. sp.， Tー180)growth問spon田s

and high (T-[80， C. cer.)， and low (C. cal. ，C. gra. ，Pav. sp.) survival rates were 
observed. As the 四，sultof this examination， C. cem師:tal1l1Jlwas recognised as the most 

suitable food for R. thilittiual7tl1l larvae of these alga. 
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はじめに

今までに，二枚貝の餌科として用いられた微小藻類

の中で，PavlolXl lulheriは多くの種に共通して高い餌

科効果を示すことが認められており， わが国でも以

そこで，アサリの適正餌料種検索の一環として， 8 

種類の微小藻類を用い， 1989年4月と伺年7月に浮遊

幼生の餌科別飼育誌験を行い，成長，生残を比較した。

3) j) 

iliiからアカガイ， アコヤガイ， チョウセンハマグ
リ，)ウバガイ Jなどの飼育に利用されている。また著

者らもアサリの浮遊幼生あるいは稚貝の飼育に主とし

てP. llltheriを用いて，良好な生残・成長を得ている。

しかし，二枚貝の種によって最適餌科稜は異なり，

マガキ Cmssostreagigasやブラジルガキ Crassoslrea

liazotlwmeには l釘hrysis伊lbm闘を， アメリカガt
C.凹Ignllcaにはhgalbanaや77tabssiosiM)psettdONG910を，

またアコヤガイにはTefmselmissp.をそれぞれ餌料

として使用した場合に良好な成長を示すことが報告さ

れている。

報告に先立ち，貴重な餌料藻を分与いただいた水産

庁西海区水産研究所岡内正典博士，茨城県栽宿漁業セ

ンター児玉正碩種苗部長，福島県水産種苗研究所高越

哲夫主任研究員各位に深謝する。

材料と方法

1.アサリ浮遊幼生

千葉県木更津市金岡地先で採捕した成貝を砂i慮過海

水で流水飼育L，人工採卵を行った。採卵方法は，第

1回目の実験では温度刺激を行っている水槽中に切開

により摘出した雄個体の生殖腺内容物を懸濁させて産

卵刺激とする方法を用い，第2回目の実験ではNH40H

水溶液Y注射ωと温度刺激を併用する方法を用いた。そ
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3.飼育管理

スチロール製飼育容器(1回目は500ml容， 2回目

は3e容)にD状幼生を 5個体/mlとなるように収容
し，飼育水温を20'(;前後に調節して飼育を行った。第

I回目の実験期間は1989年4月21日から 5月5日まで

の14日間，第2回目の実験期間は1989年7月18日から

8月7日までの16日間とし，この間毎日換水を行うと

ともに，飼育水はあらかじめ温度調節したi慮過海水と

全量を交換した。

実験期間中の幼生の設長および生残率は適宜測定し

た。生残率は，飼育水を強く撹祥した後その一部をと

り，それに含まれる生貝と死只を合計100個以上計数

し，その比率から求めた。殻長は日本光学工業(株)製

PROFILE PROJECTOR V -12および同データ処
理装置DP-851を用いて，各投餌群について50個体程

度の測定を行った。また，海水の精密i車過には日本i慮

水機工業(株)製法過機S-81を使用した。このi慮j島海
水を Coultercounter TA-II (アパチャーチューブ

100川)で測定したところ，ほほP./lIlhel'iの粒子サイ

ズである直径3.17-6.35i仰の大きさの粒子治宝40-120

個/mlで，これらによる成長・生残への影響は無視で

きると考えられた。

果

2図の実験における飼育13日目の殻長及び生残率の

通算平均値を表1に示した。これについて，まず殻長

乎均値を見ると， CI溜③区では比較的良好な成長を示
しているが，G:ゆ@沼辺自区ではそれに較べて明かに低

い結果となっている。また，生残率についてみると，

結
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して翌日，発生が進んでD状幼生となったものを飼育

実験に供した。

2.鍔料

用いた微小藻類は，Pav/oLY1 /utheri (以下Pav.と略

す)， Is町hり引:Sga/balla (伺1.gal. )， Pav/o田 8p. (r<i! 

Pa V. 8p. )， Cliael，町'erosgmci / is (同C.g悶 ) Is町illysis

aff. ga/balla (同T-180)，Ch/orella 8p. (同Chl.)， 

Chael，町eroscalcilnms (同C.cal. )， Cliael町田vs

四ralos戸田71111(同C.cer. )の 8種類である。投餌密度

はChl.を除くすべてについて統一し，飼育開始時の

20， 000ce1l8/ mlから徐々に増加させ，終了時には

40，000-60， 000ce1l8/ mlとなるようにした。 Chlにつ

いては林・羽田らの細胞容積換算に基づき投餌密度

をそのほかの藻類の8f告とし，開始時には160，OOOce1l8

/ml，終了時には480，OOOce118/耐とした。

微小i菜類の培養には， 3 eまたは 5eの三角フラスコ
を用い， Pav.， 1. gal.， C. cal.， C. gra.， Chlの5

穏類は17'(; ・~?度約5 ， 5001uxlこ調節した恒温室内で，

またPav.8p.， 1'-180， C. cer.の3種類は25'C・照度

約3，5001uxlこ調節したインキュベーター内で行った。

培養液は精密法過海水(以下i麿過海水と略す)を90'(;

で2時間加熱した後に改変E8で栄養強化したものを

使用した(以後これを培養液と呼ぶ)。なおC.cal.に

限って i車~ì海水を蒸留水で60% に希釈したもので培

養液を作成した。また， C. cal.， C. gra.， C. cer.の

各培養液には0.5%("〆v) S i02水溶液を0.lml/100
meの割合でì~jJD した。培養は各々 1 本のフラスコで行

い，適宜希釈しながら培養を続けたため投餌時におけ

る培養液中の細胞密度は一定しなかった。

飼育13日目における浮遊幼生の殻長および生残率の通算平均値表1
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名

P. IlIllieri 

I.ga/bana 

C.cemlos戸田1lJJl

1. aff. ga/balla 

C. calcilralls 

C.graci/is 

Ch/orella 8p. 

Pav/om sp 

科餌区分

ヰ茨城県栽培漁業センターより分与頂いたが正式な種名については未同定， 25'C以上でも培養可能。
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2回の実験で得られた成長および生残の結果をあわ

せて考えると，鎚XID区は成長・生残ともに比較的良
好な結果が得られており，アサリ浮遊幼生の飼育にお

ける餌料としては好適な穫であると考えられる。中で

もC.cerは30'C以上の高温でも培養が可能であるため，

屋外培養など培養の低コスト化を検討する上で大変有

望である。一方，(1渇@沼潟区は成長，生残の両方，

もしくは片方に否定的な結果が現れており，アサリ浮

遊幼生の餌料としては検討の余地があると考えられる。

しかし， TーISOについては，Tat四 semideCllssalaの

幼生に与えた場合，比較的良好な成長が得られること

が報告されており，また第1回目の実験では2週間

で平均殻長175.um前後に達するという結果が得られて
いることから，その効果について一概に否定はできな

い。成長，生残の悪かった群(図2)では飼育9日目

以降に生残浮の低下が起こったが，この現象は比較的

成長，生残の良かった群(図 1)にも共通してみられ

た。このことから，卵黄栄養から餌料栄養への転換と

生残率の低下との関係がうかがわれた。
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G沼沼迎区では高く，~活沼渇)区では低くなっている。

全体として，鎚XID区では成長，生残ともに良好であ
り，舗油③区ではともに悪い結果となった。

2回目の実験における成長，生残の推移について，

ともに比較的良好であったG沼返業D区を図 1に，他を
図2に示した。

図I-Aに示した区はすべて15日目の時点で80%以

上の生残率を維持していたが，それに対し図2-Aに

示した区は9日日以降にへい死が発生し， 25日日の時

点での生残率が70%あるいはそれ以下に低下した。中

でも⑤区における9日目以降の生残率の低下は著しく，

15日日の時点での生残率が31.3%にまで低下したため

飼育を打ち切った。

全体として，餌料の違いによる生残への影響は飼育

前半にはほとんど現れず，後半に強く現れた。そして

@ゆ区の高い生残率と，鎚X認の9日日以降の急激
な鎗死が特徴的であった。

平均殻長は， a沼ゆ区では17日日にはどれもほぼ200
jJJn前後に達しており，順調な成長を示したといえる。

これに対して@渇@渇区では160.則前後あるいはそれ

以下で成長が止まっていた。
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図2 生残率(A)および殻長平均値(B)の推移

Fig. 2 Survival rates (A) and mean sheIl 
length (B) 
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以上のように，今回アサリ浮遊幼生に対して8種類

の異なる微小藻類を与えて飼育試験を行ったところ，

その餌料価値については比較的明瞭な結果が得られた

わけであるが，これらはいずれも単独投餌によるもの

であり，混合投餌を行った際の餌キ11価値については検
討の余地が残されている。実際，その有効性について

はいくつかの報告がなされていることから， 今後は

複数の微小藻類の混合投餌による効果について検証す

る必要があると思われる。

要約

1 )アサリのD状幼生に8種類の微小藻を与えて飼育

し，成長・生残を比較した。

2) Pavlo悶 IlIlh回'i，Chael，町erosceralostol1ll/l， Is町11lysis

galbaJlaの街宣餌区では成長速度，生残率とも良好な

結果が得られた。一方，p，ω'/0，叩 sp" Js町11lysis
afL galballa ，Chlo日lIasp. ， Chael町師団ca/cilral1s，

Clwel，町el'OSgracilisの各投餌Iまでは成長，生残の
両方，もしくは片方に否定的な結果が得られた。

3)屋外培養など，餌科培養の低コスト化を検討する

上で， 30
0

C以上でも培養でき，また餌科としての

効果も高いChαel町erosceratos戸orU1Jlが有望と思わ

れた。
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